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決算のポイントとトピックス
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事業収益 61百万円

 Stemline社とのCBS9106提携に基づく収益

 技術アドバイザリーフィー 55百万円（前年2Qと同額）

 ライセンス契約拡大延長に伴う契約修正一時金 5万米ドル

営業損失 235百万円
 開発費： 前年2Q 125百万円 → 当2Q 103百万円

• 用量漸増相開始費用+用量漸増相費用 → 用量漸増相終了＋拡大相開始準備費用

 基礎研究費・販売費及び一般管理費： 微減

 拡大相試験は概ね予定通り進行 ＝ 通期見通しについては2018年12月修正から変更なし

特別利益 80百万円
 株式会社ヤクルト本社から受領した解決金 （2018年9月）

2019年6月期2Q 決算報告



2019年6月期2Q 決算報告 貸借対照表概要

（単位：千円）

転換社債転換に伴う
新株発行

Stemline社 技術アド
バイザリーフィー入金
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有形固定資産減損済

新株発行による現金増

転換社債未転換分



損益計算書概要

臨床試験費用微減

（単位：千円）
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2019年6月期2Q 決算報告

ヤクルト本社解決金

支払利息・為替差損



キャッシュフロー計算書概要

転換社債と新株予約権の発行、
新株発行による収入

（単位：千円）
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2019年6月期 業績見通し

（単位：百万円）

2018年12月18日修正
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2018年6月期
通期実績

2019年6月期

2Q実績
2019年6月期
通期見通し

事業収益 110 61 115
事業費用 649 296 726

研究開発費 423 190 523
販売費及び一般管理費 225 106 203

営業利益 △539 △235 △611
経常利益 △547 △236 △609
当期純利益 △532 △157 △530



2019年6月期 業績見通し

事業収益： 115百万円

 Stemline社からの技術アドバイザリーフィー継続と契約修正一時金（受領済み）

 新規提携獲得による上積みを図る

事業費用： 726百万円

 研究開発費 523百万円 （基礎研究費等171百万円＋臨床開発費352百万円）

 販売費及び一般管理費 203百万円
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■ 事業収益

■ 販売費及び一般管理費

■ 研究開発費
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研究開発関連適時開示(1)

CBS9106 提携交渉

 Stemlineライセンス契約拡大延長 （2018年8月14日）

 従来除外していた日中台韓を権利供与地域に加え全世界に

 技術アドバイザリーフィーの期間を延長（2021年6月まで）

 契約修正一時金（5万米ドル）の受領

 ヤクルト本社からの解決金受領 （2018年9月25日）

 CBS9106日中台韓地域独占ライセンス契約の不調に伴う解決金（80百万円）

CBP501 用途特許

 CBP501の投与対象を白血球数で絞り込む・日本（2018年9月3日）

 CBP501と免疫チェックポイント阻害剤等の併用・米国（2018年9月27日）
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研究開発関連適時開示(2)

CBP501 臨床開発

 用量漸増相中間とりまとめ （2018年11月15日）

 比較的多数の既治療歴を有する患者を対象とした臨床第1相試験としては良好な内容

 フェーズ1b拡大相の対象癌腫決定 （2018年10月11日）

 膵臓癌・直腸大腸癌 各10症例予定

 拡大相 FPI （2019年1月10日）

基礎研究・その他

 CBS9106（SL-801）ESMO2018で発表 （2018年10月16日・23日）

 東京大学との共同研究契約拡大延長 （2019年1月11日）

 AACR年次総会で当社基礎研究成果の発表決定 （2019年1月28日）

 頻度の多い体細胞変異2種類の組合せが化学療法や免疫系抗癌剤の臨床効果を反映
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後続の次世代パイプライン

富士フイルム株式会社との共同研究

由来 特徴・標的 探索・創出 最適化 前臨床試験

自社創出

CBP-A
TAT-S216～CBP501の
系譜に属する発展型

CBP-B
CBP-Aシリーズとまったく別
の発想から作製した
ペプチド型免疫系抗癌剤

ファルマバレーとの
共同研究

IDO/TDO阻害剤
静岡県立大との共同研究

（ターゲット非公表）
ファルマバレーのライブラリか
ら探索・最適化

CBP-A08
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開発パイプライン (3)2019年6月期2Q 事業報告



CBP501臨床試験 これまでの振り返り
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Phase 2
2剤併用

・悪性胸膜中皮腫
・非小細胞肺癌

Phase 3
2剤併用

Phase 1

2006年 2008年

単剤
2剤併
用

2012-13年

（2014-15年）

（2020-21年）

Phase 2b
2剤併用

・白血球数で絞込み

Phase 3

（2015-16年）

（2019-20年）

（2020-21年）

（2025-26年）

Ph2・3
ピボタル試験
ICI含む3剤併用

Ph1b
ICI含む3剤併用

用量
漸増相

拡大相

2016年

（2019年）

（2020年?）

（2022-3年?）



CBP501臨床試験 臨床試験を巡る動き
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類似の臨床試験（免疫チェックポイント阻害剤との併用試験）の動向

 現在「Promising」と報じられている類似臨床試験

 開始当初の想定通り、優勝劣敗の結果が出始めている

 CBP501臨床試験の現場エピソード

【 https://letswinpc.org/newsfeed/2019/01/03/ 】

https://letswinpc.org/newsfeed/2019/01/03/


将来見通し等に関する注意事項
 本資料は、当社に関する情報の提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。

 本資料における将来予想・見通し等に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将
来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。

 業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、当社はその正確性・完全性を保証するもの
ではありません。

 本資料は、受領者がいかなる目的にご利用される場合においても、本資料受領者ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提
示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任を負いません。

お問い合せ先： 株式会社キャンバス 管理部 IR担当
Email IR@canbas.co.jp
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